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研究成果の概要（和文）： 
本プロジェクトでは、中国における「調和社会」構築に向けた政策的な取り組みを分析の俎上

に載せ、利益調整の制度整備をめぐる政治過程の解明に努めた。その結果、社会における「下

からの」自発的な、あるいはやむにやまれぬ利益表出の試みが勢いを強めているのに対し、こ

れまで保持してきた絶対的な権力の相対化を恐れる中国共産党の「上からの」対応が遅れてい

ること、しかし中国版ツイッターなど新技術の普及によって「下からの」突き上げも強まって

いることが確認できた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This project analyzed the political process of reforming and establishing institutions for 
interest coordination in contemporary China, where supposedly reform policies were to be 
introduced to create a “harmonious society”.  Our study has shown that spontaneous or 
desperate attempts at expressing interests have gained force “from below”, while the 
response “from above” by the Chinese Communist Party has been delayed since the Party is 
afraid of relativizing the absolute power that it has enjoyed so far. We could also ascertain 
that the proliferation of new technology such as the Chinese version of Twitter contributes 
to strengthening the pressure “from below”. 
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１．研究開始当初の背景 
 中国では驚異的なマクロ経済の高度成長
が続いている。そしてそれと同時に、中国政
治は転換点を迎えている。これまで共産党は
意思決定を独占し、強いイニシアチブで利害調

整と利益配分を行ってきた。しかしグローバル化
とともに経済の市場化や社会の情報化、価値の
多様化が進み、中国社会における利害関係は
複雑化した。社会的弱者（「弱勢群体」）を中心
に、社会衝突、集団抗議活動も多発している。こ
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うした社会の変化に直面し、共産党は自らの支
配の正統性が挑戦を受けていると危機感を強め、
「調和社会」（原文：和諧社会）の構築を目標に
掲げてバランスのとれた発展の実現に向けた政
策方針を打ち出した。そして利害調整メカニズム
の改善に着手し、「力による統治」から、「力に頼
りながらも合意に基づく統治」への制度転換に
取組んできた。だが、それらの政策は期待され
た効果を上げていなかった。 
 
２．研究の目的 
 格差の是正、弱者の支援、社会主義新農村
建設などを中心に、「調和社会」の構築に向けた
政策的な取組みを分析の俎上に載せ、利益調
整の制度整備をめぐる政治過程の解明を行うこ
とを目的とした。すなわち、リベラルな知識人や
人権派弁護士などの活動、農民および都市労
働者の集団的抗議活動、インターネットなどの
新興メディアの出現などを「下から上へ」の新し
い利益表出のメカニズムとして捉え、政策形成
過程におけるその役割に光を当てる。他方、共
産党は従来の支配方式に対する「下から上へ
の」挑戦に如何に対応し転換を進めているのか、
「上から下へ」の政治過程をも検証し、制度改革
に働く政治力学の全容を明らかにする。 
 理論的な貢献としては、東アジアの開発主義
国家に共通する、「大きい政府」の下での利害
調整と利益分配をめぐる政治過程の比較枠組
みを提示することを目的に掲げた。 
 
３．研究の方法 
 研究のアプローチとしては次の三点を柱
とした。①既存の利害調整と利益配分のメカニ
ズムを改め、利益の表出、集約そして調整を行う
ための新制度の導入を要請する中国社会の現
状を分析するとともに、新たな制度導入の政治
過程を明らかにしようとした。②新しい制度が導
入されたことによって、従来の一党支配体制に
及ぶ政治的インパクトを検証した。③中国を含
む東アジアの開発主義国家に共通する、「大き
い政府」の下での利害調整と利益分配の制度改
革に関する政治過程の比較を試みた。 
 具体的には、ほぼ全員が毎年現地調査を実
施したほか、中国側研究者とのコラボレーシ
ョンによる社会調査、さらには毎年の国際ワ
ークショップの開催によって海外の研究者
や活動家らとの意見交換を活発に行った。 
 
４．研究成果 
 取り上げられた問題領域は、それぞれの研
究者の問題意識に従って、経済改革政策、都
市住民と農民の格差、人民代表大会制度、住
民の集団的抗議行動と労働組合の役割、弁護
士による権利擁護活動、市民社会（中国語で
は「公民社会」）の形成とソーシャルメディ
アの普及、社会の現状に対する都市住民の満
足度、共産党員の構成及び党員機能の変化、

地方財政制度改革およびエネルギー外交政
策など多方面に及んだ。 
 総じていえば、本研究の結果として判明し
たのは以下の諸点である。第一に、社会レベ
ルにおける「下から」のダイナミズムが確か
に勢いを増しているのに比べ、中国共産党の
「上から」の対応が遅れているという事実で
ある。そして第二に、その遅れが多くの場合、
これまで保持してきた絶対的な権力の相対
化を恐れる共産党の側の抵抗によることで
あった。しかし第三に、遅いながらも分野に
よっては前進がみられる要因としては、中国
版ツイッターやブログなどの新しい技術が、
地方権力との衝突における「下から」の突き
上げを強めていることがあった。 
 このように言うと、状況は研究を開始した
三年前と基本的に変わらないように思われ
る。しかし、農民や都市住民の権利擁護運動
に実際に従事している弁護士やジャーナリ
ストとのワークショップでの交流や実地調
査などを通して、社会がいわばダイナミック
なプレート移動を起こしており、それが変化
を拒む一党支配体制と大きな摩擦を生じて
いること、そして社会の一部では将来の「激
震」につながりかねないエネルギーがたくわ
えられていることなどが理解されるにいた
った。 
調査研究を通して得られた知見は、次項に

列挙されている通り、三年のプロジェクト期
間中に公刊された数多くの論考に既に発表
されている。また、研究者各人の個別の論考
に加え、本プロジェクト全体の最終報告書が
既に完成している。さらに、2013 年度アジ
ア政経学会全国大会（6 月半ばに立教大学に
て開催）に於いて、「調和社会の政治学」と
題する分科会を設け、本研究の成果の一部を
披露して広く学界からの批判を仰ぐことに
なっている。 
そして、残念ながら東アジアの国々を対象

とした政治過程の比較枠組みをつくるには
至らなかったものの、フィリピンやベトナム
などこれまでネットワークが弱かった国の
研究者との関係が強化できたことは今後に
つながる重要な成果となったといえる。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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 著)、『中国人口科学』(中国社会科学院・ 
 中国語)、査読有、第 2期、2013、123－130 
②武田康裕、日中の戦略的関係と多国間安全  
 保障制度、防衛大学校紀要、査読有、106、 
 2013、80－97 
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し、2012、487－501 

⑦高原明生、中国におけるガバナンス―中国 
 共産党の位置と能力、菱田雅晴編著・中国 
 共産党のサバイバル戦略、査読無、巻なし、 
 2012、103－126 
⑧厳善平・周海旺・周安芝共著、中小学男相  
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